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デモンストレー ションの必要性 借り物競争というものを知らないかもかもしれないのでデモンストレーションを 1追加する
誘導の必要性 学生がうまく誘導することにしておいた 1
考慮せず 認識についてはほとんど考慮していなかった 1

























デモンストレー ションの必要性 ゲームする時にする動作の説明を実際に見本をやって説明した .1
その他 説明係り任せであった 2実施している最中に次々に新しい方が参加してこられたので鋭明や声かけが
必要であった













































カテゴリー サブカテゴリー 記述内容(抜粋) 学生数(名)











精神.心理面 自尊心 借り物競争で字を読まずに紙を学生に渡し｢字を読むことが出来ない｣という 1
ことが自尊心に関わっており､そこまで気を配れなかったことを反省した
さみしさ-の憶測 老年者の明るさの裏にはつとめてそのように振舞っているのではないかと感じ 1るところもあった
社会面 老人ホーム 入所者の高齢化とそれに伴う問題がある 1










反省に伴 う振 り返 りであった｡<具体的なADL>は､
｢中には腰の大きく曲がって歩 くことに時間がかかる人が
いた｣､<ADLレベル>は ｢ADL障害の程度に大きな差が
あった｣ という個人差への気づき､<具体的な補助的援
助>は ｢ポールを投げる位置､座ってもらう場所をもう
少し考えるべ きであった｣ という反省であった｡認識面
は､<理解力>に5名､<デモンス トレーションの必要
性>に3名､<痴呆>に1名であった｡<理解力>では､
｢個人個人の理解度が違うので｣といった理解力の個人
差を示していた｡精神 ･心理面では､<自尊心>につい
てが1名､<さみしさへの憶測>が 1名であった｡<自
尊心>では､字を読めないこととの関連での気づ き､
<さみしさへの憶測>では､｢老年者の明るさの裏には
つとめてそのように振舞っているのではないかと感 じる
ところあった｣という内容であった｡社会面については､
<老人ホーム>について 1名が､ ｢入所者の高齢化とそ
れに伴う問題がある｣という内容を示 した｡
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Ⅵ.考 察
1.レクリエーション前の学生の気づさの特徴
レクリエーション前の学生の老年者に対する気づきは､
2年次 までに学内で学習してきた内容及び学生個人の経
験によって形成されたものだと言える｡学生は､レクリ
エーション前には､<ADLレベル>について老年者個々
によって様々であると予想する一方で､ADLの低下及び
自立､または想像できないと､学生個々によって老年者
の理解にばらつきがあることが分かった｡ADLについて
の気づ さにばらつきがあったものの､<転倒への注意>
はレクリエーション前から意識 しており､すり足歩行や
筋力低下という具体的な老化現象を根拠 として挙げるこ
とが出来ていた｡また､身体面では､老年者の体力低下
や聴覚低下という老化現象に関する知識に基づいて留意
点を挙げようとしていることが分かった｡小川 (200)
は､看護短大生において3年生は1年生に比べて､高齢
者の感覚機能等についての正 しい知識を獲得 し否定的偏
見が少ないことを示 している｡これは､本調査の結果に
おいても老年者の機能についての知識を3年次の学生が
有効に利用していることにより支持するものであると考
えられる｡また､老年者の認識面では､<理解力>の低
下を予想 していることが分かった｡ しかし､老年者にお
いて判断力 ･理解力など過去に獲得 した知識や経験に基
づ く問題に対処する結晶性能力は一概に低下するとは限
らない｡また記憶力などへの記載はなく､認識面への学
生の理解は十分ではないことが考えられた｡以上によう
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に学生はこれまでの知識を基に老年者を理解していたが､
レクリエーション前には､実際の具体的な老年者の状態
を予想出来ていないことが明らかとなった｡
精神 ･心理面では､老年者の方が全員で楽しめるよう
に考慮 し､また老年者の興味についても考えようとして
いることが示された｡松久(2002)は､看護学生が老人
保健施設実習で実施したレクリエーション内容の検討に
おいて､参加者全員が一度に行えるレクリエーションに
老年者の反応が良いことを示しており､本調査によって
示された学生のこのような視点を支持していくことが重
要であると考える｡
2.レクリエーション中の学生の気づきの特徴
レクリエーション中の学生の気づさとして､<具体的
なADL>に示されるように老年者の動作の緩慢さや機能
低下が､より老年者の動作に近い内容として示された｡
レクリエーション前では､ADLを教科書的なレベルとし
て予想していたが､レクリエーション中の観察により､
老年者の機能低下の具体的な状態に気づくことが出来た
と考えられる｡小池 (1991)は､看護学生が､実際の高
齢者との接触により､その多様性に気づくという変化を
指摘しているが､本調査でも<ADLレベル>に関して､
個人差が大きいと気づいていることが分かった｡それに
伴い学生は､身体機能の低下に応じて､老年者がレクリ
エーションに参加できるように<具体的な補助的手段と
しての援助>を工夫していた｡<転倒への注意>におい
ては､レクリエーション中はより具体的に転倒予防に努
めようとしていることが分かった｡これは老年者の<具
体的なADL>に気づくことが出来たことで､それに伴っ
て低下した機能を補おうとしていることが考えられる｡
同様に､<聴覚低下-の配慮>や<理解力への配慮>､
<デモンストレーションの必要性>に示されるように､
学生は､聴力や理解力といった老年者の機能低下が来た
されている部分に対して､それを補おうとする援助を見
出していると考えられた｡さらに､<反射運動>では老
年者の反応性が維持されていることに気づき､<老年者
のペースの尊重>や<老年者の楽しみ>を配慮すること
で､老年者の残存する機能をのぼせるような援助を見出
そうとしていることが分かった｡
また､その一方で､ADLレベルの予想との差を学生が
気づくことも示されたが､これは､学生の学びの変化を
個々に評価していないので､具体的な内容として明らか
にするには限界があった｡レクリエーションを実施する
に当たり､ADLは重要な要素であるから､学生が予想と
の相違に戸惑いレクリエーションを円滑に進められないと
-.36-
いう状況に陥らないよう今後さらに検討する必要がある｡
3.レクリエーション後の学生の気づきの特徴
レクリエーション後に学生は､<ADLの把握不足>及
び<転倒の注意>の実践不足という反省をもつことが分
かった｡<転倒の注意>に見られる記述の中で ｢今思え
ば転倒事故などがなかったのは幸運だったのかもしれな
い｣という内容は､安全性の確認の不足に気づくと共に､
｢幸運だった｣という感想で終えている｡老年者の看護
においては､身体機能の評価や転倒のリスクに対する看
護者の認識は重要なものである｡今回の調査では､レク
リエーションを通して学生が､そのような気づさを得る
ことが示されたが､今後学生の気づきを感想に留まらず
是正し､方向付けていくことが必要である｡
精神 ･心理面では､自尊心やさみしさといった心理的
な洞察がみられ､老人ホームの入所者の高齢化という社
会的な問題に目を向けた記述もあった｡今後､これらの
学びを個人の学びだけではなく､集団の学びへつながる
ように､学びの共有の場を設けることが有効であると考
えられる｡また､<計画と実施の差>という計画した時
と実施した後のギャップを感じることもあることが分か
り､その内容の吟味と評価をしていく必要があるだろう｡
4.レクリエーションを取り入れた老年看護学実習への
教育的示唆
臨地実習は､学生が学内で習得した看護に必要な専門
的知識 ･技術 ･態度を実際の場面に応用し､看護の対象
を全人的にとらえ､理論と実践を結びつけた看護活動が
展開できる能力を養うことにある(松木,1999)｡本調査で
は､これまでの学習と今回のレクリエーションを通した
老年看護学実習での体験との練合により､身体面､認識
面での老化現象の理解が得られることが明らかになった｡
この結果より､レクリエーションの企画についてのオリ
エンテーションでは､･事前に身体及び認識面についての
老化現象を復習しておく重要性を伝える必要がある｡ま
た､老年者のADLを具体的に想像出来ず､認識面を事前
に考慮しなかった者がいたことを踏まえると事前に実施
する老人ホームに入所している老年者の情報提供をする
必要性があるだろう｡しかし､身体及び認識面に対する
気づきにはJレクリエーション内容に伴うものとなり､
レクリエーションを通しての学びには限界がある｡また､
精神 ･心理面や社会面に対する気づきを得ることにも限
界があり､事前学習や振り返りの時間を取るといった教
育的サポー トを考慮する必要性が示唆された｡
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Ⅶ.限界と課題
本調査では､分析対象者が少なかったことで一般化す
るには限界があった｡今回の調査では､看護学生が看護
学実習で自覚した感情や思考のみを学生の気づさとして
注目したので､学生が今回気づいたことを今後老年者へ
の関わりへの手がかりとしていけるか､また､具体的な
学びの内容に関する評価については方法を含めて今後の
課題となるだろう｡今後はさらに､レクリエーションに
よる老年者への気づきの特徴を明らかにし､老年看護学
実習の一環としてレクリエーションの位置づけを考えて
いく必要がある｡
Ⅷ.ま と め
1.レクリエーションの実施前には､学生は､これまで
に学習してきた知識を基に老年者の身体機能の低下
に留意しようとしていた｡
2.レクリエーションの実施中の観察を通して､学生は､
老年者の具体的な機能低下に気づき､それを補うた
めの援助を見出し､また残存する機能を生かせるよ
うな援助へも目を向けていた｡
3.レクリエーション後には､ADLの把握不足や転倒の
注意に対する実践不足が反省として示されたが､反
省や感想に留めず､学生の学びを評価し是正するこ
とも必要であると考えられた｡
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